
第５４０回 海 務 協 議 会 
 

 
（１）日時：平成２８年９月７日（水）１３：３０～ 

 

（２）場所：第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

（３）議題：  

 

１．「大黒出張所年次点検に伴う停電」について 

監視部：石田 上席監視官  

 

２．「乗組員及び訪船者に係る非違事例」について 

監視部：船木 統括監視官 

 

 

（４）その他・質疑応答 

 

 

 
開催予定日  平成２８年 １１月 ９日（水） 開催予定 

 

開 催 場 所  第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

当協会に関するご質問、議題等提起がございましたら、 

お気軽に事務局宛にご連絡下さい。 

 

公益財団法人 日本関税協会横浜支部 

ＴＥＬ０４５－６８０－１７５７ 

ＦＡＸ０４５－６８０－１７５８ 

Ｅ－ｍａｉｌ bra_yokohama@kanzei.or.jp 

 

 

http://www.yokohama-customs.go.jp （横浜税関） 

http://www.kanzei.or.jp   （日本関税協会） 

http://www.kanzei.or.jp/yokohama/ （日本関税協会横浜支部） 



 

１．乗組員及び訪船者等に係る非違事例について 

 

１．「乗組員」に係る非違事例 

【事例 1】 

本船から乗組員と思われる 2 名が手荷物を所持し下船したことを確認したため、税関職員が職務質問を実施。 

税関への申告慫慂に対し「何も無い」旨の返答を得たことから、同人らの所持していた所持品について確認

したところ、紙巻タバコや食料品を税関の許可なく輸入しようとしたことが判明した。 

【事例 2】 

本船から乗組員と思われる 2 名が手荷物を所持し下船したことを確認したため、税関職員が職務質問を実施。 

税関への申告慫慂に対し、口頭にて当該手荷物（食料品等）に係る輸入申告がなされたが「携帯品申告書」

による申告はなく、同人は申告書による申告は不要であると誤認していたことが判明した。 

 ＜必要な手続き及び根拠（事例 1、2 共通）＞ 

 貨物を輸入しようとする者は、政令で定めるところにより、当該貨物の品名並びに数量及び価格その他

必要な事項を税関長に申告し、貨物につき必要な検査を経て、その許可を受けなければならない（関税

法第 67 条（輸出又は輸入の許可）、関税法施行令第 59 条（輸入申告の手続）） 

 船舶乗組員の携帯品の輸入申告は、関税法基本通達 67-4-10 により「乗組員携帯品申告書」の税関

への提出によるものとする（当該申告により、関税法基本通達 67-4-9（旅具通関扱いをする輸入貨物）

に規定する貨物に該当するか否か等を確認 ） 

 

２．「訪船者」に係る非違事例 

【事例 1】 

本船から訪船者と思われる 2 名が手荷物を所持し下船したことを確認したため、税関職員が職務質問を実施。 

税関への申告慫慂に対し「何も無い」旨の返答を得たことから、同人の所持品について確認したところ、当該

本船の乗組員から缶ビールや食料品等を受け取り、税関の許可なく輸入しようとしたことが判明した。 

 ＜必要な手続き及び根拠＞ 

 ◎乗組員 

 上記１．と同様 

 ◎訪船者 

 交通場所が指定地外の場合は「指定地外交通許可申請」（関税法第 24 条第 1 項） 

 交通場所が指定地の場合で、予め乗組員が訪船者に渡そうとする携帯品の輸入許可を受けていた場

合には、特段の手続きは不要（関税法第 24 条第 2 項） 

税関手続きの不備により、乗組員及び訪船者等に対する指導を行う事案が多数発生しており、事案の中に

は、関税法違反として処分を行っているものもあります。 

船舶代理店各社におかれましては、入出港業務等で船舶に乗船した際、船長を通じ乗組員等に下記事例を

ご紹介いただくことや、船社、荷主等の訪船者に注意を促すことなど、事例を参考にご対応をお願いいたします。

ご不明な点がありましたら税関窓口にお問い合わせください。 



【事例 2】 

本船に訪船者と思われる 1 名が手荷物（紙袋）を所持し乗船したことを確認したため、下船時に税関職員が

職務質問を実施。 

職務質問の結果、同人は当該本船乗組員の家族であり、紙袋の中身については船長への土産品（菓子）で

あったが、本船内で消費することから税関手続きは要しないと思い、本船への交通手続きも含め、何ら税関に

申告することなく、本船へ土産品を持ち込んだ（乗船した）ことが判明した。 

 ＜必要な手続き及び根拠＞ 

 貨物の授受を目的とする交通であるため「船陸交通許可申請」（関税法第 24 条第 2 項） 

 訪船者よる船舶乗組員への携帯品の贈与は「持込申告書」の税関への提出によるものとする （当該

申告により、関税法基本通達 67-2-7（旅具通関扱いをする輸出貨物）に規定する貨物に該当するか否

か等を確認） 

 

【事例 3】 

本船サイドに停車した車両より、訪船者と思われる 1 名が当該本船へ品物を積み込んでいるところを確認し

たため、税関職員が職務質問を実施。 

職務質問の結果、同人は市中にて食料品販売店を経営している者であり、前日、当該本船の乗組員が店を

訪れ食料品の注文を受けたため配達のために訪船したが、何ら税関に申告することなく、本船に乗船のうえ食

料品を積み込んだことが判明した。 

 ＜必要な手続き及び根拠＞ 

 船用品という位置付けで積込む場合は「内国貨物船用品積込承認申告」（関税法第 23 条（船用品又は

機用品の積込み等）） 

 乗組員個人のもの（携帯品）という位置付けで積込む場合は「持込申告」（当該申告により、関税法基

本通達 67-2-7（旅具通関扱いをする輸出貨物）に規定する貨物に該当するか否か等を確認） 

 船用品積込申告の場合で、交通場所が指定地外の場合は「指定地外交通許可申請」（関税法第 24 条

第 1 項） 

 持込申告の場合は「船陸交通許可申請」（関税法第 24 条第 2 項） 

 

【事例 4】 

本船サイドに停車した車両より、訪船者と思われる２名が当該本船へ品物を積み込んでいるところを確認し

たため、税関職員が職務質問を実施。 

職務質問の結果、同人は在留外国人であり、市中にて雑貨類を購入後、母国に居住している兄弟に荷物を

渡してくれるよう、知り合いの船長に頼んだものであったが、何ら税関に申告することなく、本船に乗船のうえ積

み込んだことが判明した。 

＜必要な手続き及び根拠＞ 

 託送品による輸出申告は、関税法基本通達67-2-8により「輸出・輸入託送品（携帯品・別送品）申告

書」の税関への提出によるものとする（当該申告により、関税法基本通達67-2-7（旅具通関扱いをする

輸出貨物）に規定に該当するか否か等を確認） 

 交通場所が指定地外の場合は「指定地外交通許可申請」（関税法第24条第1項） 



【事例 5】 

訪船者と思われる２名が当該本船へ品物を積み込んでいるところを確認したため、税関職員が職務質問を

実施。 

職務質問の結果、同人は当該本船船舶代理店であり、積込んだ荷物は船長から緊急オーダーをうけた船用

品であり、税関手続きが必要であることは知っていたが急いでいたため税関の許可を受けることなく本船に積

込んだことが判明した。 

 

【事例 6】 

本船サイドに停車した車両より、訪船者と思われる１名が当該本船へ品物を積み込んでいるところを確認し

たため、税関職員が職務質問を実施。 

職務質問の結果、同人は当該本船船舶代理店であり、積込んだ荷物は航海用海図・書籍等の船用品であり、

内国貨物船用品積込承認申請書は所持していたものの税関の承認を受けていなかったことが判明した。 

 ＜必要な手続き及び根拠（事例 5、6 共通）＞ 

 船用品を積込む場合は「内国貨物船用品積込承認申告」（関税法第 23 条（船用品又は機用品の積込

み等）） 

 交通場所が指定地外の場合は「指定地外交通許可申請」（関税法第 24 条第 1 項） 

 

【事例 7】 

男性２名が当該本船から下船し、本船サイドに停車したタクシーに乗車したところを確認したため、税関職員

が職務質問を実施。 

税関への申告慫慂に対し「何も無い」旨の返答を得たものの車両内部ついて確認したところ、船舶代理店が

船長から譲り受けた韓国のり１００枚入り１袋を税関の許可なく輸入しようとしたことが判明した。 

 ＜必要な手続き及び根拠＞ 

 貨物を輸入しようとする者は、政令で定めるところにより、当該貨物の品名並びに数量及び価格その他

必要な事項を税関長に申告し、貨物につき必要な検査を経て、その許可を受けなければならない（関税

法第 67 条（輸出又は輸入の許可）、関税法施行令第 59 条（輸入申告の手続）） 

 船舶乗組員の携帯品の輸入申告は、関税法基本通達 67-4-10 により「乗組員携帯品申告書」の税関

への提出によるものとする（当該申告により、関税法基本通達 67-4-9（旅具通関扱いをする輸入貨物）

に規定する貨物に該当するか否か等を確認 ） 
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